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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年
（
五
十
六
） 

 

第
二
章 

戦
後
世
界
の
う
ね
り
：
植
民
地
時
代
の
終
焉
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世
界
（
十
八
） 

 

五
十
六 

立
ち
上
が
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人 

(

三―

三)
 

 

結
局
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
人
た
ち
の
多
く
は
土
地
を
追
わ
れ
難
民
と
な
っ
て
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど

隣
国
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
動
き
を
加
速
し
た
の
が
第
一
次
中
東
戦
争
、
い
わ
ゆ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
戦
争
で
あ
る
。
七
十
万
人
と
も
い
わ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
祖
国
を
追
い
出

さ
れ
た
。
祖
国
に
残
り
或
い
は
祖
国
を
離
れ
た
ア
ラ
ブ
人
た
ち
は
以
後
「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
子
代
々
パ
レ
ス
チ
ナ
に
住
み
続
け
た
彼
ら
自
身
に
は
そ
も
そ
も
「
パ

レ
ス
チ
ナ
人
」
な
ど
と
言
う
意
識
は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
国
民
国
家
が
当

た
り
前
と
な
り
誰
し
も
が
「
何
々
国
民
」
と
し
て
色
分
け
さ
れ
る
世
界
に
な
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
い
つ
の
日
に
か
ア
ラ
ブ
の
同
胞
が
自
分
た
ち
の
土
地
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
と
信
じ
、
１
９
４
８
年
の
第
一
次

中
東
戦
争(

イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
戦
争)

さ
ら
に
は
八
年
後
の
第
二
次
中
東
戦
争(

ス
エ
ズ
戦
争)

に
耐
え
抜
い
て
き
た
。
第
一
次
中
東
戦
争
で

は
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
一
ひ
ね
り
で
潰
し
て
み
せ
る
と
豪
語
し
た
ア
ラ
ブ
諸
国
の
為
政
者
た
ち
に
裏
切
ら
れ
た
。
そ
し
て
第
二
次
中
東
戦
争

(

ス
エ
ズ
戦
争)

で
は
エ
ジ
プ
ト
軍
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
装
備
と
戦
闘
能
力
の
差
を
い
や
と
言
う
ほ
ど
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
結
局
第
一
次
中

東
戦
争
で
は
ア
ラ
ブ
連
合
軍
が
単
な
る
烏
合
の
衆
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
第
二
次
中
東
戦
争
で
は
ス
エ
ズ
運
河
の
国

有
化
を
勝
ち
取
っ
た
ナ
セ
ル
大
統
領
た
だ
一
人
が
英
雄
と
な
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
心
の
中
に
は
ア
ラ
ブ
陣
営
が
束
に
な
っ
て
も
イ
ス

http://ocininitiative.maeda1.jp/056PeaceOnHorizenChapter2-18English.pdf
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ラ
エ
ル
に
は
勝
て
な
い
と
言
う
無
力
感
が
残
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
一
将
功
成
っ
て
万
骨
枯
る
」
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は

ア
ラ
ブ
の
同
胞
に
失
望
し
た
。 

 
パ
レ
ス
チ
ナ
人
た
ち
に
残
さ
れ
た
道
は
た
だ
一
つ
、
自
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
１
９
６
４
年
、
彼
ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民

族
自
決
と
離
散
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
帰
還
を
目
的
と
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構(

Ｐ
Ｌ
Ｏ)

を
結
成
す
る
。 

 

(

続
く)
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